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(57)【要約】
【課題】操作性を向上可能とした操作装置及びレバース
イッチ装置を提供する。
【解決手段】車両の機能の操作をするためのレバースイ
ッチ装置４は、基体となるボディ部２と、ボディ部２に
一端が支持されたレバー軸３とを有する。レバー軸３に
は、レバー軸３に対して可動するノブ５を備えている。
ノブ５は、レバー軸３に対して複数方向に操作可能とな
っている。レバースイッチ装置４は、ノブ５の操作位置
応じた表示を可能な表示部８と、操作位置に応じてノブ
５に割り当てられた機能に基づく表示を、表示部８が出
力するように、表示部８を制御する表示制御部とを備え
る。表示制御部は、レバースイッチ装置４の作動を制御
するマイコン６に設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の機能の入力として共用され、互いに異なる複数方向に操作可能に設けられた操作
部と、
　前記操作部に設けられ、前記操作部の操作位置に応じた表示が可能な表示部と、
　前記操作位置に応じて前記操作部に割り当てられた前記機能に基づく表示を、前記表示
部が出力するように、前記表示部を制御する表示制御部と、を備える操作装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記操作部に割り当てられている前記機能に応じた色が前記表示部
に表示されるように前記表示部を制御する
請求項１に記載の操作装置。
【請求項３】
　前記操作部は、軸に沿って操作するスライド操作と、前記軸の周方向に沿って操作する
回転操作とが可能となっている
請求項１又は請求項２に記載の操作装置。
【請求項４】
　前記スライド操作は、前記操作部に割り当てる前記機能を切り替える操作であり、
　前記回転操作は、割り当てられた前記機能において作動状態を切り替える操作である
請求項３に記載の操作装置。
【請求項５】
　前記操作部が操作された際に、前記操作に応じた節度を前記操作部に発生させる節度発
生部を備える
請求項１から請求項４のうちいずれか一項に記載の操作装置。
【請求項６】
　前記表示部は、画像表示が可能なディスプレイである
請求項１から請求項５のうちいずれか一項に記載の操作装置。
【請求項７】
　前記操作部は、前記操作部を外部から見たときに、前記操作部の裏面側に設けられた表
示体を、外部から視認可能となるように透明に形成されている
請求項１から請求項６のうちいずれか一項に記載の操作装置。
【請求項８】
　前記操作部は、前記操作部が設けられた軸の先端に設けられている
請求項１から請求項７のうちいずれか一項に記載の操作装置。
【請求項９】
　レバー軸と、
　複数の機能の入力として共用され、互いに異なる複数方向に操作可能に前記レバー軸に
設けられた操作部と、
　前記操作部に設けられ、前記操作部の操作位置に応じた表示が可能な表示部と、
　前記操作位置に応じて前記操作部に割り当てられた前記機能に基づく表示を、前記表示
部が出力するように、前記表示部を制御する表示制御部と、を備えるレバースイッチ装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作装置及びレバースイッチ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば車両において、ステアリングホイールの近傍に設けられたレバースイッチ
装置として、レバーコンビネーションスイッチが周知である。特許文献１には、レバーに
回転可能に設けられたノブにより車両に設けられた機能の切り替えが行われるレバーコン
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ビネーションスイッチが開示されている。レバーコンビネーションスイッチは、ノブを回
転操作することにより、例えばヘッドライトの消灯／点灯、及び前後窓のワイパーの動作
などの機能を切り替える。ノブは、操作される機能数に応じて、複数設けられることがあ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－６３８３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、ノブが複数あると、ユーザにとっては、どのノブを操作するべきか分かり難
く、操作性が低下するという問題があった。
　本発明の目的は、操作性を向上可能とした操作装置及びレバースイッチ装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するための操作装置は、複数の機能の入力として共用され、互いに異な
る複数方向に操作可能に設けられた操作部と、前記操作部に設けられ、前記操作部の操作
位置に応じた表示が可能な表示部と、前記操作位置に応じて前記操作部に割り当てられた
前記機能に基づく表示を、前記表示部が出力するように、前記表示部を制御する表示制御
部と、を備える。
【０００６】
　上記課題を解決するためのレバースイッチ装置は、レバー軸と、複数の機能の入力とし
て共用され、互いに異なる複数方向に操作可能に前記レバー軸に設けられた操作部と、前
記操作部に設けられ、前記操作部の操作位置に応じた表示が可能な表示部と、前記操作位
置に応じて前記操作部に割り当てられた前記機能に基づく表示を、前記表示部が出力する
ように、前記表示部を制御する表示制御部と、を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の操作装置及びレバースイッチ装置は、操作性を向上可能とする。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】レバースイッチ装置の構成を示す斜視図。
【図２】レバースイッチ装置の電気的構成を示すブロック図。
【図３】レバースイッチ装置の構成を示す分解斜視図。
【図４】（ａ）は第１スライド位置における接点機構の位置関係を示す概略図、（ｂ）は
第２スライド位置における接点機構の位置関係を示す概略図。
【図５】（ａ）は第１スライド位置における表示部の表示の例示図、（ｂ）は第２スライ
ド位置における表示部の表示の例示図。
【図６】（ａ）及び（ｂ）は、第２実施形態におけるレバースイッチ装置の構成を示す概
略図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　＜第１実施形態＞
　以下、本発明の操作装置及びレバースイッチ装置の第１実施形態を、図１～図５に従っ
て説明する。
【００１０】
　図１に示すように、操作装置１は、操作装置１の基体となるボディ部２と、ボディ部２
に一端が支持されたレバー軸３とを有する。操作装置１は、例えば車両のステアリングコ
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ラムに取り付けられたレバースイッチ装置４である。レバー軸３は、ボディ部２内に設け
られた図示しない回転軸周りに揺動可能となっている。なお、レバースイッチ装置４にお
いて、レバー軸３の軸心Ｌ１に沿って、ボディ部２に支持されたレバー軸３の一端側を基
端側とし、その反対側を先端側とする。
【００１１】
　レバー軸３は、例えば円筒状をなし、その基端部がボディ部２に設けられた図示しない
スイッチを操作可能に支持されている。レバースイッチ装置４は、レバー軸３が揺動操作
されると、レバー軸３の操作位置を検出し、その検出信号をＥＣＵ等の他の車載機器に出
力する。
【００１２】
　レバー軸３は、レバー軸３に対して可動に設けられた操作部としてのノブ５を備えてい
る。本例のノブ５は、有蓋筒状をなし、レバー軸３の先端部を覆うように設けられている
。ノブ５は、例えば無色透明の合成樹脂からなる。
【００１３】
　ノブ５は、レバー軸３に対して互いに異なる複数方向に操作可能になっている。ノブ５
は、例えばレバー軸３の軸心Ｌ１方向に沿ってスライドするスライド操作と、軸心Ｌ１周
りに回転する回転操作とが可能になっている。ノブ５は、スライド操作によって、複数の
スライド位置をとる。また、ノブ５は、各スライド位置で、回転操作によって、複数の回
転位置をとる。スライド位置及び回転位置が操作位置に該当する。本例の場合、ノブ５は
、先端側に引き出された位置と、基端側に押し込まれた位置との２つのスライド位置を選
択的にとる。各スライド位置における回転位置の段数は、複数のスライド位置の間で、異
なっていてもよいし、同じでもよい。
【００１４】
　レバースイッチ装置４は、レバースイッチ装置４において作動の制御を行うマイクロコ
ンピュータ６（以下、マイコン６と記載する）を備えている。マイコン６は、例えばノブ
５の操作位置に応じて、ノブ５に割り当てる機能の切り替え、及び割り当てられた機能の
作動状態の切り替えを行う。
【００１５】
　レバー軸３の表面には、ノブ５に割り当てられる機能の作動状態の表示に用いられるマ
ークが印字された表示体７が設けられている。本例の場合、ノブ５には、スライド位置に
応じて、リアワイパー機能と、ワイパーインターバル機能とが割り当てられる。表示体７
は、リアワイパー機能の作動状態を示す第１表示体７ａと、ワイパーインターバル機能の
作動状態を示す第２表示体７ｂとを有している。第１表示体７ａは、ノブ５を外部から見
たときに、ノブ５の裏面側に設けられている。第１表示体７ａ及び第２表示体７ｂは、互
いに異なる色で印字されていることが好ましい。リアワイパー機能の作動状態には、例え
ばリアワイパーのオン、オフ、及びウォッシャ液の噴射が設けられている。ワイパーイン
ターバル機能の作動状態には、例えばフロントワイパーについて４段階の動作間隔が設け
られている。
【００１６】
　ノブ５は、各機能の作動状態を表示する表示部８を備えている。表示部８は、例えばノ
ブ５において、一端側の全周に設けられている。表示部８は、例えば透明有機ＥＬディス
プレイ（EL:Electroluminescence）であることが好ましい。
【００１７】
　図２に示すように、レバースイッチ装置４は、表示部８の表示を制御する表示制御部９
を備えている。本例の表示制御部９は、マイコン６に設けられている。また、レバースイ
ッチ装置４は、ノブ５のスライド位置を検出するスライド位置検出部１０と、回転位置を
検出する接点機構２０とを有している。スライド位置検出部１０及び接点機構２０は、マ
イコン６に接続されている。スライド位置検出部１０は、センサ及びメカスイッチのいず
れでもよい。
【００１８】
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　表示制御部９は、ノブ５のレバー軸３に対する位置を基に、ノブ５に割り当てられた機
能に応じた表示を表示部８に出力させる。本例の表示制御部９は、スライド位置検出部１
０の検出したスライド位置と、接点機構２０の検出した各スライド位置でのノブ５の回転
位置とを基に、表示部８の表示を切り替える。
【００１９】
　図３に示すように、ノブ５は、ノブ５と一体に設けられたシャフト１１を有している。
シャフト１１は、レバー軸３の軸心Ｌ１に沿って、ノブ５の先端側から、レバー軸３の内
部へ挿入されている。スライド位置検出部１０は、例えばレバー軸３内のシャフト１１周
りに設けられ、シャフト１１の動きを基に、スライド位置を検出する。スライド位置検出
部１０は、例えば接点や変位センサであることが好ましい。
【００２０】
　接点機構２０は、レバー軸３内のシャフト１１周りに設けられている。接点機構２０は
、レバー軸３に固定された固定接点部２１と、レバー軸３に対して回転可能な可動接点部
２２と、シャフト１１に固定されシャフト１１の回転を可動接点部２２に伝達する伝達部
２３を有している。固定接点部２１及び可動接点部２２のレバー軸３に対する軸心Ｌ１方
向への移動は、規制されている。
【００２１】
　固定接点部２１は、先端側に設けられた第１固定接点部２１ａと、基端側に設けられた
第２固定接点部２１ｂとを有している。第１固定接点部２１ａ及び第２固定接点部２１ｂ
は、スライド位置の間のストローク距離に応じて離間して配置されている。第１固定接点
部２１ａの先端側の面には、複数の第１固定接点２４ａが設けられている。第２固定接点
部２１ｂの先端側の面には、複数の第２固定接点２４ｂが設けられている。第１固定接点
２４ａ及び第２固定接点２４ｂは、マイコン６に電気的に接続されている。第１固定接点
部２１ａ及び第２固定接点部２１ｂは、シャフト１１に貫通される貫通孔２５ａ及び貫通
孔２５ｂを、それぞれ有している。
【００２２】
　可動接点部２２は、先端側に設けられた第１可動接点部２２ａと、基端側に設けられた
第２可動接点部２２ｂとを有している。第１可動接点部２２ａ及び第２可動接点部２２ｂ
は、スライド位置の間のストローク距離に応じて離間して配置されている。第１可動接点
部２２ａの基端側の面には、第１固定接点２４ａに接触する図示しない可動接点が設けら
れている。第２可動接点部２２ｂの基端側の面には、第２固定接点２４ｂに接触する図示
しない可動接点が設けられている。第１可動接点部２２ａ及び第２可動接点部２２ｂは、
シャフト１１に貫通される貫通孔２６ａ及び貫通孔２６ｂを、それぞれ有している。
【００２３】
　伝達部２３は、シャフト１１の回転を、第１可動接点部２２ａに伝達する第１伝達部２
３ａと、第２可動接点部２２ｂに伝達する第２伝達部２３ｂとを有している。第１伝達部
２３ａは、第１可動接点部２２ａの貫通孔２６ａに嵌合するように形成されている。また
、第２伝達部２３ｂは、第２可動接点部２２ｂの貫通孔２６ｂに嵌合するように形成され
ている。本例の場合、第１伝達部２３ａは、ギヤ形状であり、第２伝達部２３ｂは、正四
角柱である。なお、固定接点部２１の貫通孔２５ａ及び貫通孔２５ｂは、第１伝達部２３
ａ及び第２伝達部２３ｂよりも径が大きく形成されている。
【００２４】
　接点機構２０には、回転操作時に節度を発生させる節度発生部３０が設けられている。
節度発生部３０は、可動接点部２２において、例えば軸心Ｌ１周りの周方向に沿って、山
部と谷部とが交互に複数設けられた節度面３１を有している。山部と谷部とは、互いに同
ピッチで並べられている。
【００２５】
　また、節度発生部３０は、レバー軸３内部において節度面３１に対向する部分に、節度
部材３２を有している。節度部材３２は、例えば図示しないスプリングなどの付勢部材に
よって、節度面３１へ向かって付勢されたボールである。節度部材３２は、レバー軸３側
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に固定されている。
【００２６】
　節度部材３２は、可動接点部２２の回転時に、付勢部材の付勢力に抗して節度面３１の
山部を越え、隣接する谷部に移動する。可動接点部２２は、節度部材３２の移動前後に荷
重変化を得る。これにより、可動接点部２２は、回転操作時に節度を発生する。なお、節
度面３１の山部及び谷部によって与えられる節度の段数及びピッチは、第１固定接点２４
ａ及び第２固定接点２４ｂに応じて設けられることが好ましい。また、節度の段数及びピ
ッチは、第１可動接点部２２ａ及び第２可動接点部２２ｂの間で異なっていてもよいし、
同じでもよい。
【００２７】
　次に、図４及び図５を用いて、レバースイッチ装置４の作用について説明する。
　図４（ａ）及び（ｂ）に示すように、本例のノブ５は、スライド操作によって、先端側
に引き出された第１スライド位置Ａと、基端側に押し込まれた第２スライド位置Ｂとの２
つのスライド位置を選択的にとる。
【００２８】
　図４（ａ）に示すように、ノブ５が第１スライド位置Ａをとる場合、軸心Ｌ１方向にお
いて、第１伝達部２３ａと第１可動接点部２２ａとの位置が合い、第２伝達部２３ｂと第
２可動接点部２２ｂとが離間する。第１スライド位置Ａでは、第１伝達部２３ａは、第１
可動接点部２２ａの貫通孔２６ａに嵌合し、ノブ５の回転を伝達する。一方、第１スライ
ド位置Ａでは、ノブ５の回転は、第２可動接点部２２ｂに伝達されない。従って、ノブ５
が第１スライド位置Ａをとる場合に、ノブ５が回転操作されると、第１可動接点部２２ａ
が回る。
【００２９】
　図４（ｂ）に示すように、ノブ５が第２スライド位置Ｂをとる場合、軸心Ｌ１方向にお
いて、第２伝達部２３ｂと第２可動接点部２２ｂとの位置が合い、第１伝達部２３ａと第
１可動接点部２２ａとが離間する。第２スライド位置Ｂでは、第２伝達部２３ｂは、第２
可動接点部２２ｂの貫通孔２６ｂに嵌合し、ノブ５の回転を伝達する。一方、第２スライ
ド位置Ｂでは、ノブ５の回転は、第１可動接点部２２ａに伝達されない。従って、ノブ５
が第２スライド位置Ｂをとる場合に、ノブ５が回転操作されると、第２可動接点部２２ｂ
が回る。
【００３０】
　第１可動接点部２２ａに設けられた可動接点は、回転操作に伴い、第１固定接点部２１
ａの第１固定接点２４ａとの接触部位が切り替わる。マイコン６は、第１固定接点２４ａ
の接触部位の切り替わりによって、第１スライド位置Ａでのノブ５の回転位置を検出する
。また、第２可動接点部２２ｂに設けられた可動接点は、回転操作に伴い、第２固定接点
部２１ｂの第２固定接点２４ｂとの接触部位が切り替わる。マイコン６は、第２固定接点
２４ｂの接触部位の切り替わりによって、第２スライド位置Ｂでのノブ５の回転位置を検
出する。マイコン６は、第１スライド位置Ａでの回転位置に応じて、例えばリアワイパー
機能の作動状態を切り替える。また、マイコン６は、第２スライド位置Ｂでの回転位置に
応じて、例えばワイパーインターバル機能の作動状態を切り替える。このように、ノブ５
のスライド操作によって、ノブ５に割り当てられる機能が切り替わり、回転操作により、
機能の作動状態が切り替えられる。
【００３１】
　図５（ａ）に示すように、表示制御部９は、ノブ５が第１スライド位置Ａをとる場合に
、表示部８に、例えばリアワイパー機能の作動状態を表示させる。表示部８は、例えば第
１表示体７ａにおいて、現在の作動状態を示すマークを指し示す矢印表示を行う。また、
表示部８は、第１表示体７ａの色と同じ色で矢印表示を行うことが好ましい。
【００３２】
　図５（ｂ）に示すように、表示制御部９は、ノブ５が第２スライド位置Ｂをとる場合に
、表示部８に、例えばワイパーインターバル機能の作動状態を表示させる。表示部８は、
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例えば第２表示体７ｂにおいて、現在の作動状態を示すマークを指し示す矢印表示を行う
。また、表示部８は、第２表示体７ｂの色と同じ色で矢印表示を行うことが好ましい。
【００３３】
　表示制御部９は、各スライド位置において、ノブ５が回転操作された場合、各機能の切
り替え操作に伴って、指し示すマークを変えるように、表示部８の表示を切り替える。ま
た、表示制御部９は、ノブ５がスライド操作された場合、スライド先の機能の表示に切り
替える。これにより、ノブ５の操作に従って適切な表示を行うことができる。
【００３４】
　上記の実施形態によれば、以下の効果を奏する。
　本例では、複数の機能の入力として共用され、互いに異なる複数方向に操作可能に設け
られたノブ５を備える。また、ノブ５に設けられ、ノブ５の操作位置に応じた表示が可能
な表示部８と、ノブ５の操作位置に応じてノブ５に割り当てられた機能に応じた表示を、
表示部８が出力するように制御する表示制御部９とを備える。この構成によれば、複数機
能の切り替え操作を、ひとつのノブ５により行うとともに、作動状態の表示を適切に行う
ことができる。よって、例えば大きさの異なる複数ノブを操作する必要がないので、操作
性を向上することができる。
【００３５】
　本例では、表示制御部９は、ノブ５に割り当てられている機能に応じた色が表示部８に
表示されるように制御する。この構成によれば、割り当てられている機能を色によって表
示することができる。これは、視認性の向上に寄与する。
【００３６】
　本例では、ノブ５は、軸心Ｌ１に沿ってスライドするスライド操作と、軸心Ｌ１周りに
回転する回転操作とが可能に設けられている。この構成によれば、スライドと回転という
簡易な方法で機能を操作できる。よって、ノブ５にどの機能が割り当てられているかを認
識し易くすることができる。
【００３７】
　本例では、ノブ５のスライド操作によって、ノブ５に割り当てる機能を切り替え、回転
操作によって、割り当てられた機能において作動状態を切り替えることとした。この構成
によれば、ひとつのノブ５によって複数の機能の割り当てを切り替えながら、複数機能の
作動状態を切り替えることができる。よって、ノブ５の操作の際に、機能や作動状態をス
ムーズに切り替えることができる。
【００３８】
　本例では、ノブ５が操作された場合に、操作に応じた節度を発生させる節度発生部３０
を備える。この構成によれば、節度により操作フィーリングを形成できるので、好適な操
作感をユーザに付与することができる。
【００３９】
　本例では、表示部８は、画像表示が可能なディスプレイである。この構成によれば、画
像により表示を行える。よって、視認性の高い表示を行うことが可能となるので、ノブ５
の操作性向上に寄与する。
【００４０】
　本例では、ノブ５は、透明である。この構成によれば、ノブ５のユーザから見て裏面側
に、マークなどを配置しても、視認可能とすることができる。
　本例では、ノブ５は、レバー軸３の先端に設けられている。この構成によれば、レバー
軸３の先端に配置することで、ユーザにとって操作しやすいので、操作性の向上に寄与す
る。
【００４１】
　＜第２実施形態＞
　次に、操作装置及びレバースイッチ装置の第２実施形態を、図６に従って説明する。第
２実施形態では、ノブ５の操作の際に節度を付与する構成が主に第１実施形態と異なる。
従って、第１実施形態と同一の部材構成については、同一の符号を付し、その詳細な説明
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を省略し、異なる部分のみ詳述する。
【００４２】
　図６（ａ）及び（ｂ）に示すように、ノブ５は、端縁から軸心Ｌ１方向に沿って延びる
延設部５ａを備えている。延設部５ａの基端部には、レバー軸３内で軸心Ｌ１方向に延び
る台座部５ｂが形成されている。台座部５ｂには、ノブ５の操作時にノブ５に節度を発生
する節度発生部３０が設けられている。節度発生部３０は、台座部５ｂに固定された節度
面３１と、レバー軸３の節度面３１に面する部分に取り付けられた節度部材３２とを備え
ている。節度面３１には、周方向に沿って、複数の山部と谷部が交互に形成されている。
節度面３１及び節度部材３２は、例えば、ノブ５のスライド位置の段数に合わせて、複数
設けられている。本例の場合、節度面３１及び節度部材３２は、軸心Ｌ１方向に沿って、
２組設けられている。
【００４３】
　レバー軸３の外周において、台座部５ｂに対応する位置には、ノブ５のスライド操作及
び回転操作を許容するためにスリット３ａが設けられている。節度発生部３０は、ノブ５
がスライド操作及び回転操作された場合に、節度を発生させる。
【００４４】
　また、レバー軸３の内部には、接点機構２０が設けられている。接点機構２０の構成は
、第１実施形態と同様であるため、説明を省略する。このように、本例のレバースイッチ
装置４は、接点機構２０とは別個に節度発生部３０が設けられている。
【００４５】
　図６（ａ）に示すように、ノブ５が先端側に引き出された状態では、軸心Ｌ１方向にお
いて、先端側に設けられた節度面３１及び節度部材３２の組の位置が合い、基端側の組は
位置がずれる。この状態では、ノブ５が回転操作されると、先端側の節度面３１及び節度
部材３２の組によって、節度が与えられる。また、接点機構２０において、先端側に配置
されている第１可動接点部２２ａの回転によって、機能の作動状態が切り替えられる。
【００４６】
　図６（ｂ）に示すように、ノブ５が基端側に押し込まれた状態では、軸心Ｌ１方向にお
いて、基端側に設けられた節度面３１及び節度部材３２の組の位置が合い、先端側の組は
位置がずれる。この状態では、ノブ５が回転操作されると、基端側の節度面３１及び節度
部材３２の組によって、節度が与えられる。また、接点機構２０において、基端側に配置
されている第２可動接点部２２ｂの回転によって、機能の作動状態が切り替えられる。
【００４７】
　節度発生部３０は、例えば節度面３１に設けられた軸心Ｌ１方向に沿った傾斜によって
、スライド位置の切り替わり前後に、荷重変化を得る。これにより、節度発生部３０は、
スライド操作時に節度を発生する。上記の構成によっても、第１実施形態と同様の効果を
奏することができる。
【００４８】
　なお、本実施形態は、以下のように変更して実施することができる。本実施形態及び以
下の変更例は、技術的に矛盾しない範囲で互いに組み合わせて実施することができる。
　［ノブ５について］
・各実施形態において、ノブ５への機能の割り当てを切り替えた際、現状の接点状態を保
持しておき、機能の割り当てが戻された際に、切り替え前の作動状態及び表示を継続する
ようにしてもよい。また、ノブ５に割り当てられていない機能について、切り替え前の作
動状態を継続するようにしてもよい。
・各実施形態において、ノブ５は、レバー軸３の先端に設けられてもよいし、中腹に設け
られてもよいし、基端側に設けられてもよい。すなわち、ノブ５の配置位置は、特に限定
されない。
・各実施形態において、ノブ５は、透明でなくてもよい。これは、第１表示体７ａ及び第
２表示体７ｂが省略された構成に適用できる。
・各実施形態において、節度発生部３０が、ノブ５がスライド操作された場合、回転操作
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・各実施形態において、ノブ５の操作時に、節度を発生させる方法は、特に限定されない
。
・各実施形態において、ノブ５の操作時に、節度を発生させることは、省略可能である。
・各実施形態において、ノブ５の操作位置は、特に限定されない。
・各実施形態において、ノブ５のスライド位置は、２つでもよいし、３つでもよいし、４
つ以上でもよい。
・各実施形態において、ノブ５の回転位置の段数は、特に限定されない。また、各スライ
ド位置で段数が異なっていてもよいし、同じでもよい。
・各実施形態において、ノブ５の操作は、スライド操作及び回転操作に限定されない。例
えばプッシュ操作などでもよい。
・各実施形態において、ノブ５の位置の検出方法は実施例に限定されない。例えば、接点
を用いたものでも、光学センサや磁気センサなどのセンサを用いたものでもよい。
・各実施形態において、ノブ５の形状は特に限定されない。
【００４９】
　［表示部８について］
・各実施形態において、表示部８は、第１表示体７ａ及び第２表示体７ｂを指し示す表示
をすることに限定されない。機能の作動状態を示すマークを表示してもよい。
・各実施形態において、第１表示体７ａ及び第２表示体７ｂは、省略可能である。
・各実施形態において、表示部８が操作対象機能に応じた色によって表示を行うことは、
省略可能である。例えば、単に指し示すマークを切り替えるものであってもよい。
・各実施形態において、表示部８は、透明有機ＥＬディスプレイに限定されず、画像を表
示可能な液晶などの種々のディスプレイ機器に変更可能である。
・各実施形態において、表示部８は、発光ダイオードなどの種々の照明を用いたものでも
よい。すなわち、ディスプレイであることは、必須ではなく、機能の作動状態が表示でき
ればよい。
【００５０】
　［表示制御部９について］
・各実施形態において、表示制御部９は、マイコン６に設けられることに限定されず、種
々の制御機器に設けることができる。
・各実施形態において、表示制御部９は、スライド操作によって、いずれかひとつの機能
を表示させることに限定されず、常に全ての機能の作動状態を表示させてもよい。
【００５１】
　［その他］
・各実施形態において、操作装置１は、レバースイッチ装置４に限定されない。例えば、
ダイヤル式の操作装置などでもよい。
【符号の説明】
【００５２】
１…操作装置、２…ボディ部、３…レバー軸、４…レバースイッチ装置、５…ノブ（操作
部）、６…マイコン、７…表示体、８…表示部、９…表示制御部、１０…スライド位置検
出部、１１…シャフト、２０…接点機構、２１…固定接点部、２２…可動接点部、２３…
伝達部、３０…節度発生部、３１…節度面、３２…節度部材。
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